
も ё 審 こ 躍 出 圏

ダビンチ 府北部にも
歴憂亜亜□

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ

ち
に
ダ
ピ
ン
デ
に
興
味
が
あ

る
着
手
医
師
の
確
保
に
も
つ

な
が
り
、
医
聖
早
罵
あ
改
　

　

＼
ｒ

′

／
‘

善
に
も
簿
が
持
要
す
」

ァ
く

ゥ

と
」Ｆ
一￥

いヽ
る
。　
・

ハ
イ
　
タ

Ｅ

％

荒
れ
た
和
出
海
岸
再
生

‐　
・来
・年
・本
河
ド
ラ
マ

光
秀
を
予
・曹

霧
印妻
懸高
の
被
突
鴛
節
　
　
　
　
度
零
相
元
年
）
愈
Ｔ
繭
座

中舞鶴小 5年生

舞
観
共
済
病
院
（舞
魏
市
浜
）
が
内
複
鱗

手
術
☆
曖
ロ
ボ

ッ
ト
「ダ
ビ
ン
チ
」を

対
北
部
亀
家
で
初
め
て
導
入
し
、
本
格
稼
働
に
向
け
て
摯
鐵
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
府
北
部
で
も
最
先
端
技
術
の
Ｌ
療
が
受
け
ら
れ
螺
者
ら
の
利
便
性
の
向
上

が
函
れ
る
他
、健
黛
保
険
が
運
用
さ
れ
る
前
立
臨
が
ん
と
晦
朦
が
ん
の
手
術
な

ど
に
威
力
を
肇
陣
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
．
５
日
、
苺
遺
関
係
者
ら
に
ダ
ビ
ン

チ
を
公
襲
し
、
市
鮨
蕃
樹
院
長
が
不
体
の
特
徴
た

，
」
を
説
明
し
た
〓
行
方

一
“こ

本
格
稼
働
へ
手
術
の
負
担
軽
く

舞
鶴
共

湊
病
院

に
よ
る

と
、
ダ
ビ
ン
チ
は
舞
鶴
市
の

支
援
を
受
け
て
昨
年
１２
月
に

初
導
入
。
医
師
、
看
護
師
、

臨
床
工
学
■
に
よ
る
「ロ
ポ

ッ
ト
支
緯孫

立̈
勝
全
購
議
術

チ
ー
ム

一
を
鐘
置
し
、
初
・症

例
に
向
け
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

嚇
郷
震
何
っ
た
。

黎
中
束
“
，舞
鶴
摯

校
の
５
〓聾
薄
総
人
が
総
合
宇

策
り
一
襲
と
し
て
、
荒
れ
栗
て
た
国
罵
饉

の
コ
霧
澤

を

一藤
ノ
森
公
暉
」
と
し
て
再
生
さ
せ
よ
う
″
飯
り
組
ん

で
き
ち

．２２
日
は
そ
の
築
大
載
と
し
た
「藤
ノ
森
ま
つ
り
」

を
５
年
生
た
ち
が
企
画
し
、参
加
し
た
地
域
住
民
と

一
緒

に
な

っ
て
車
引
き
や
存
燿
え
な
ど
で
仕
上
げ
て
再
生
し
た

公
醸
の
オ
ー
プ
ン
を
祝

っ
た
。
　

　

　

　

【行
方

一
〕α

５
年
生
の
児
童
た
ち
は
６

月
に
行
わ
れ
た
総
合
学
療
の

授
業
で
、市
民
グ
ル
ー
プ

「中

舞
婦
探
検
隊
」
の
メ
ン
パ
ー

と
町
歩
き
を
し
た
際
、
か
つ

て
は
海
水
浴
場
と
し
て
和
藤

海
岸
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
こ

と
を
知
り
、
機
の
よ
う
に
結

３
ｏ
繭
像

（立
体
画
像
）
を

見
な
が
ら
機
械
を
達
】欝
響
葎
¨

す
る
治
察
奎
響
い。
体
内
に
挿

入
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
で

手
術
を
行
い
、
人
間
（塁

一で

は
薦
か
な
い
狭
い
部
分
で
も

層
き
、
よ
り
一轟

いに
種
合
が

で
き
る
利
点
が
●
●
。
さ
ら

に
年
ぶ
れ
皓
上
も
あ
り
安
定

し
た
手
術
養

十沐
告
能
と
な

る
。
開
頸
手
術
に
比
べ
て
出

ら
せ
よ
う
と

一
丸
と
な

っ
て
、
　
・持

つ
こ
と
は
大
切
な
こ
と
、

活
動
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
頑
褻

こ
の
自
は
、
多
々
兜
一昌
一一
　

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
動
し

市
長
も
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に

　

た
。
続
い
て
テ
ー
フ
カ

ッ
ト

参
加
。
児
轟
を
代
表
・早
共

．　
が
″有わ
れ
た
。
テ
ー
プ
に
は

聾
敢
六
さ
ん
（１０
）が

一舞
鶴

・

「ポ
／
基
て
を
せ
ず
、
こ
の

を
元
気
に
、
笑
願
で
活
気
づ
　
海
岸
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し

か
せ
た
く
て
頑
強
っ
て
取
り
　
を

う
」
「ル
ー
ル
を
守
り

『キ

と
し
て
実
施
。
加
性
公
露
館
主

雑
豪
業
で
も
あ
り
、
餞
で
も
入

場
で
き
る
。

光
秀
の
ほ
か
娘

盤^

調

ガ̈
ラ

シ
ャ
、
錮
川
幽
斎
、
縮
川
忠
興

は
、
福
知
山
市
を
は
じ
め
舞
鶴

市
な
ど
府
内
８
市
町
を
ゆ
か
り

の
地
と
し
て
お
り
、
来
年
の
大

河
ト
ラ
マ
放
送
を
前
に
光
秀
を

取
り
替
く
歴
史
を
学
ぶ
。

麗
闊
型
入

９^
」
ツ
ト
」
と

呼
ば
れ
、

一
民
に
Ю
人
織

く
入
溶
で
蓼
盛

）糟

（画

経
Ｎ
２
・５
デ
）
男
女
日

各
２
個
、
シ
ャ
ワ
ー
計
″

で
“

日
、
（議

審

〔将

ヽ
朝
観
光

秀
を
主
人
公
と
す
る
２
０
２
０

な
の
Ｎ
Ｈ
К
大
河
ド
ラ
マ

「鰈

鰈
が
く
る
一
の

一素
人
諫
義
」

が
開
か
れ
る
。
講
師
は
歴
史
学

葦
∫
ヌ

）壺
理

耐

公̈
立
大
の

奔
口
和
起
学
肇
。
午
後
１
時
半

理
諫
。
入
警
無
鷲̈

塑
性
書
入

ク
ラ
プ
澤
首
会
異

催
の

「加
キ
一公
民
館
い
き
い
き

セ
ミ
ナ
ー
」
の

一
環
て
、
今
肇

隊
は
１７
日
、

糠

（準

・ヽＡ総

一養

一辱

う
た
め
、
簡
易
型
の
浴
室

″

日
に
指
導
医
輛

力
の
も

稼
配

へ
の
手
続
き
が
襲

っ
た

と
、
初
の
寝
例
を
実
施
。
今

と
い
う
。

月
５
日
ま
で
に
４
例
の
ダ
ビ

　

ダ
ビ
ン
チ
は
な
師
が
患
者

ン
チ
を
使

っ
た
前
立
線
・●
瘤
・
に
触

れ
る
こ
と
な
く
鮮
細
な

気
を
取
り
戻
そ
う
こ
決
意
。
　

縫
ん
で
き
ま
し
た
』
と
あ
い

冑
生
を
計
鋼
し
た
。
児
漁
た
　
さ
つ
。
多
々
見
市
長
も

「舞

ち
は
署
い
時
期
に
も
率
刈
り
　
鶴
を
元
気
に
し
た
い
思
い
、

や
凛
着
ご
み
を
片
付
け
る
な
　
深
く
感
謝
・致
し
ま
す
。
自
分

と
荒
れ
た
海
岸
を
よ
み
が
え
　
た
ち
の
住
む
ま
う
に
誇
り
を

集
大
成

「藤
ノ
森
ま
つ
り
」

會

％
　

　

％
．

・ｇ
Ｏ
／

旬

，
い
ず
れ
も
興
“
市
破
口
の
軽
ノ
南
公
園
じ
　
　
　

つヽ
。

鰐 と は  い 血

][言言:言
も つ行 こ う み
琵 た か れ

°
が

3露 領専 省

無鶴市諄の自糸浜神社で27

日、億例0載祭りが営まれ、市

東郡地区の市衝地は神贅を担ぐ
著者や氏子たちの臨勢の良い掛
け声が0き菫った。

15海摯の軍港都市として旧新

威勢よく神興巡行舞鶴拍糸浜絆社

レ
イ
』
を
た
も
ち
ま
し
ょ
う
」

な

ど
の
児
濠
た
ち
の
メ

ッ

セ
ー
ジ
が
付
け
ら
れ

て
い

た
。見

守

っ
て
い
た
和
田
町
内

会
長
の
ス簑
修
さ
ん
（∞
）は

い
と
い
う
用
い
が
建
成
で
き

て
豊
か

っ
た
」
と
感
想
を
述

べ
た
。
　
　
　
　
　
　

・

奇
軽
に
整
備
さ
れ
た
公
園

・内
で
は
、
流
し
そ
う
め
ん
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ

・

ら
れ
、
味
わ
い
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
た
。
今
後
は
再
生
さ

せ
た
藤
ノ
森
公
園
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、

児
意
た
ち
が
意
見
を
出
し
合

っ
て
纂
案

し
て
い
く
と
い

義談
館

ヽ

民
為
松

勧
掘

く

鶴螂赫

詢
人
を
派
通
し
ヘ

．
運
搬
し
た
の
は

「緊
急

２
０
１
６
年
の
熊
六

墓9尋燎濫尾雪亀名百
雷量量奮露詈奮夕:脅

電[言 i:借辱露》1:【

たい」と議していたo

て行方―男】
先海の自

被災者にお風呂を

こ
の
日
朝
、
緊
急
農
饉
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ノ

ｎ
Ｋ
いＦ

ヤ
肩
回
路

．

　

ハ■
又

京

馴
Ｘ

千年壽しんじょう

羨iボi4ぐコ‰

丹後で企画展

「故
郷
」は
田
辺
城

一
つ
か
が
え
る

半
年
ぶ
り
帰
還

薔

譴
薔
輩
「
あ
‘
ざ
り
一

墨
缶奮

淳
城
は
、

て
第
い
た
澤
碗
「

済
、
満
蛾
排
水
驚
約
５
０

つ
ｏ
ナ
、
乗
』場

一釣
，
３

０
人
融
各
口
ま
で
滞
在
し
、

ホ
ス
ト
シ

ッ
プ
を
務
め
る

饉
衛
藤

「
せ
ん
だ
い
」
の

一あ
さ
き
り
」
が
４
日

カ
ナ
ダ
軍
艦
が
入
港

濠
自
舞
篠
墓
地

き

ょ
う

一
般

公

開

こ
の
日
は
北
瞬
岸
饗
で

ッ
ク
ス

ｉ
ｔは

・
パ
ー
「
ウ
海
軍

「日
本
と
カ
ナ
ダ

朝
、
半
年
ぶ
り
に
母
港
の

舞
“盟
鐘
に
帰
遊
し
た
。

５
日
午
前

「まク
●
ぎ
り
」
は
第

・３３

次
隊
と
し
て
３
月
“
日
に

舞
鶴
基
地
を
］整
薔
、
４
月

中
旬
か
ら
８
月
下
荀
ま
で

ア
テ
ン
湾
を
通
過
す
る
タ

ン
カ
ー
な
ど
ル
資
を
意
接

部
癬
す̈
る
な
ど
不
審
船
の

難
視

・
警
惑
任
務
に
あ
た

っ
へヽ
秦
聡
議
員
は
ヽ
２

８

人

（３

蒼

震

１７
人
）
で
、
海
上
保
安
奮

７
人

（濁
法
議
察
活
動
）

も
同
楽
し
て
任
一願
澪
完
嶽

し
、
船
か
ら
陣
り
立

っ

特ヽ
）

カ

ナ

ダ
海

理
に
よ

る

と
　
舞
鶴
議
地
を
出
港
獲

歓
湮
セ
ン
モ

Ｔ
モ
花
榮
″
翼
け
取
る
「オ
タ
２

奨
撻
員
ら
―
舞
口
市
の
本
上
一雇
赳

・^薇
竪
″饉
で

《奪)J2京都サンガFC(置)
が ア ム に 福
初 の 夕 し 知 サ

紹覇磁驚沓ギ
亀旱暑§墨ま
菱慕画栞摯
ウ が京 :ン‐こ窮蓼安髯

象彎激乏易
縛:喜 慧員

寡輩セ警量覆
墓浩:彗 平窯賽

活動の輸広げる

府
1ヒ

部
)｀日●
γ、ニ

dト
月｀

:l

〕

ギヽ
カ
ン
「

ウ`
ノ

ノ
υr

舞
鶴
・綾
部
・福
知
山
が
加
入

て 集
が
あ
る
。

地

曇
と

Ｊ
ク

曇

澤
、
モ
こ
一ヱ
ン
ッ
カ
ー
致
室
の
特

小
学
校
訪
問
イ
ベ

社
会
重
蔵
活
動
を
含
む
ク
ラ
フ
づ

く
り
を
行
い
、
サ
ッ
カ
ー
を
は
じ

あ
と
一ユ
●
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
‘
振

・
興
に
築
め
る
こ
と
を
定
め
て
い

る
。
京
都
サ
ン
ガ
は
ス
ポ
ー
ツ
を

連
し
た
一寮
Ｚ
あ
喬
成
、
整
万経

済
・社
会
の
“韓
花
に
尽
一響
る

と
し
て
い
る
。

堡ξ言:3需こ:書奪
會:書景:3量暮‡蒼
iミ冤[i異言零旱争

い 1広 心 る Iが 12都
4弁 客t蓬 会3晨 う

ウ た た °夕 2も ジ

姦簿費委X3蓄五
念誉鶏多辱歩載欝
軍軍轡拿ξ点難粟

―
ム
タ
ウ
ン
・こ
な
る
。

ホ
ー
ム
タ
ツ
ン
に
な
る
と
、
京

響
ツ
ン
ガ
が
出
場
す
る
試
合
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
一塁
】体
の
鳳移
腱

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
が
可
能
と
な

・る
。
さ
ら
に
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
よ
る

「なぜ ?」をひも

宮
津
城
の
大
手
門

その他にも、

佃 2ク



r舞鶴引き揚げの日」

ｆ
決
ま
っ

を
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り

地
引
き
観
総
な
ど

”
・Ｌ

７

１ｉ
〓
¨
　
　
・
―

鋳

鶴

引

き

把

け

市
民
認
知
度
醐
％
へ

こ
の
自
は
、
ｙ
Ａ
Ｓ
Ａ

市
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

ア
抑
留
番
な
ど
｛駆
ｗ万
人市

み
、

刻
も
う
と
昨
年
醤
月
、
諸

条
例
に
制
定
さ
れ
た
。

諄
穣
晏
〃

に
入
湾
し
在
里

企
画
し
た
僣
姉
リ
イ
ベ
ン
ト

「神
崎
暴
●
０
し
」

る
。
さ
ら
に
ノ
ロ
ジ
ェ

卜
の
推
趣
に
螂
力
し
て
く

こ
の
日

は
、

練
理
船

一み
う

な
ど

の
抗

酸

化
成

分
や

敵
、
帝
飴

な
ど
の
ミ
ネ
ラ

ル
が
豊
富
で
、
残
留
硝
酸

鶴
市
に
移
住
さ
せ
、
地
元

か
ら
５
人
韓
度
の
パ
ー
ト

消
薔

曇
避
獲
職
毀
一の
受
策

は
初
め
て
。
」騨
ａ
寡農
慧
策
状

を
多
々
見
市
長
に
技
露
し
、
「菫

相
筐
邸
に
も
入
れ
て
織
韓
な
経

・
触
が
で
き
ま
し
た
一
と
薫
策
の

様
子
を
増
明
す
る
な
ど
感
韓
を

語

つ
た
。
多
々
見
市
長
は

「こ

れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
激
動
し
た
。

「１０
月
７
日
は
“笙

引̈
き
建
″げ
の
日
」
―
―
。
鐘
鶴
市

独ヽ
狗

に
， 移

一め

ヨヽ
“た

「引
姜
一揚
げ
の
日
｝
を
広
く
一福
”市
一再
に
周
知

す
る
た
め
の
発
信
事
業

一３
年
間
で
市
長
認
知
慶
１
０
０
％
」
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
始
め
た
ゃ
　
　
　
　
【行
方
一
男
】

高
め
る
こ
と
に
よ
り
、

か
け
ど
な
り

の
史
塞

多
彩
な
催
し
練
習
船
見
学
も

露機海上保安学校「五森祭」

多́
`/ 舞

謗
引
場
記
念
館
で
は

ん
で
い
」
Ｌ

地

引

き
綴

体
験

に
は
１

顔 べ わ ¬でるれつ会
暑言fi警
露量量蓋言

塞
善
め

ど
を

生
産

ム甲
要
´

⇒

っ
て
イ

ル

冒
颯
屋
一螂偏
駆
鰺餞

マ副
融訊
劃
一鵜
響
鮮
輔

一観
‐悩
週
一聾
輌鮮
螢
』

舞
鶴
市
立
中
舞
観
小
学
一学
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。
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舞
鶴
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役
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産
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者
の

マ
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す
る
の
は
初
め
て
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植
物
工
場
で
は
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出
宿
量
は

一
日
１

昨
年
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の
西
日
本
豪
輸
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で
多
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見
農
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奎

経

彰

一案
を

災
替
防
卿
活
動
や
救
助
活
動
に

籠
衡
し
た
。
瀬
野
全
曇
は

一
受

尽
力
し
た
と
し
て
、
舞
鶴
市
消

貧
・を
繊
み
に
、
市
轟
の
安
心
と

防
団
長
連
格
協
ぬ
会
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長
＝

安
全
を
守
る
た
め
の
活
動
を
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瀬
野
和
興
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消
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団
長
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け
て
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た
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読
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に
費
献
し
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備
入
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団
体
を
表

邸
で
ぁ
り
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瀬
野
会
墓
ォ
震
織

彰
す
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「蘭
災
功
労
者
内
閣
総

力
， 受

け
取
ぅ
た
。
今
和
元
年
と

理
大
臣
栞
」
を
受
換
し
た
。
瀬

な
る
今
年
車
は
全
調
で
５
憫

野
会
長
は
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、
舞
鶴
一段
経
訓
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４
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菜
生

な
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め
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も
た
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が
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産
で
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が
、
需
要
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計
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て
分
か
る
よ
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工
場
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ら
い
な
が
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漿
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摯
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一
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
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舞鶴と中国・大連 あったか交流 水路の生き物川に返す
舞
鶴
池
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小
児
童
ら
５０
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稿
刈
り
の
準
備
の
た
め
田
ん
な
の
務
Ｆ
一残
つた
魯
ε
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戻

す
「池
内
川
へ
魚
を
返
す
』鰤
靱
」
が
警
警
２̈
翼
諾
閃
小
学
校

近
く
の
水
略
で
行
わ
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、
月
薫
や
保
餞
者
ら
約
５０
人
が
納
で
魚
な

ど
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す
く
い
取

っ
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ツ
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、
地
内
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に
返

し
た
。
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潤
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れ
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。
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た
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ジ
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に
、
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ま
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リ
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自
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け
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て
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っ
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六
陽
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」
と
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立
域
講
中
学
の
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徒
約
１
１
０
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魏
鯛
周
辺
や
マ
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イ
蕎
・層

衡
て
辞附
替
発
を
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ね
た
活

理
一動
を
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響
した
。
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鶴
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従
た
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に
、
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審
生

活
安
全
曝
の
円
鍵
太
郎
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が
「な
ぜ
掃
除
を
す
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の
か
。
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奇
麗
．に
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と
は
、
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き
届

い
て
い
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鉦
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で
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り
、
犯
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が
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き
に
く
い
街

に
つ
な
が
る
。
安
全
な
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に

・
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に
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て
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の
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成
を
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郷
日
か
ら
４
日
間
の
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迪
語
を
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問
。
現
地
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ヽ
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漿
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ち
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を
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発
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ら
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っ
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と
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た
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ま
し
く
成
長
し
て
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っ
て
き
た
児
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た
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と
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と
の
つ
な
が
り
の
大
切
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を

く
て
も
工
夫
次
第
で
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流
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思
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た
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な
ど
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そ
れ
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率
直
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持
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人
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員
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が
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も
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行
一
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慶
業
が

盛
ん
な
地
元
地
域
の
ユ
ー
ズ
に
応

ス
ょ
ぅ
と
、
高
等
部
の
生
徒
た
ち

が
作
業
学
調
で
、
土
づ
く
り
か
ら

始
め
て
温
章
で
野
一誘
露
を
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て

て
き
た
。
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０
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ル
ゃ
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瓶
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が
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つ
か
り
、
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徒
た

ち
一基
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な
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ら
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収
し

た
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０
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に
な
る
の
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う
れ
し

い
。
安
全
な
衝
に
し
て
い
き

た
ぃ
で
す
」
と
熱
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に
ゴ
ミ
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い
集
め
て
い
た
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